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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

(色、言葉)

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-1040

駒沢こだま育園

世田谷区駒沢2丁目46－9

社会福祉法人呉竹会

赤マットに書いてあるイラストや色を通して子どもたち同士のやり取りが増えていた。ダンスをしたいときなどに赤マットに

集まり存分に身体を動かしていた。夕方の時間など少し体が疲れてきたときなどに転がりゆったりする姿や、ふれあい遊びを

する姿が見られた。色の歌を歌うとマットから探し出す姿が見られ、マットからいろんな色に触れていた。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

異年齢クラス(０、１歳児クラス)であるため、年上の子の姿を見て真似る姿が多く見られることや、イラストを見て言葉を発

する姿が多くなったことから、テーマを「色‧言葉」とする。イラストがあるマットや壁⾯から言葉を発したり、子ども同士で

話す姿も見られる。子どもの興味関心を引き出せるような環境設定とし、さらに深めていきたい。また、イラストがついた円

形のマットを使⽤することで子ども同士が円になり、顔を見合わせて座ることができます。そこからさらなる関わりや言葉の

成⻑に繋げていく。

月１回/10月～12月

令和７年11月での室内の自由遊び

11月に数回実施(子どもたちの興味や関心の高まったタイミングを大切にしながら実施)

対象児：０～１歳児（ぽかぽか）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

みんなの顔が見えるラグ

音楽遊び・歌遊びを通して、身近な環境（赤マットのイラストや色）に気付き、それらを手がかりにしながら表現する楽しさ

を味わう。また、見たものや経験したことを遊びや歌と結び付けることで、イメージを広げたり、表現力や想像力を育んだり

する。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

友だちとのやり取りも少しずつ増え車の柄を見て「ぶーぶ」「しょうぼうしゃ！」などやり取りをする姿が見られた。音楽遊びが始まると赤

マットに輪になって集まり顔を見合わせて友だちの表情を見ながら音楽遊びをしていた。ダンスや室内の運動遊びでは赤マットの上で自由

に身体を動かし身体を動かす楽しさを感じているようだった。


